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目指す国土の姿

高規格道路
の意義

「シームレスな拠点連結型国土」

活力ある国土づくり
～地域への誇りと愛着に根差した地域価値の向上～

安全・安心な国土づくり
～災害等に屈しないしなやかで強い国土～

個性豊かな国土づくり
～森の国、海の国、文化の国～

高規格道路ネットワーク形成の論点（案）

時代の岐路
（リスク／構造変化）

未曾有の人口減少、少子高齢化
巨大災害の切迫、気候危機の深刻化

場所にとらわれない暮らし方・働き方
新たな地方・田園回帰

DX・GXなど、激化する国際競争
エネルギー・食料の海外依存

＜広域的な機能の分散と連結強化＞
「全国的な回廊NW」／「日本中央回廊」

「新時代に地域力をつなぐ国土」

国土の基本構想

新たな
国土形成計画

＜持続可能な生活圏の構築＞
地域生活圏の形成

階層間のネットワーク強化

速達性が低い
都市間連絡速度が低い
暫定２車線区間が多い

円滑性・走行性に課題
都市の慢性的な渋滞

道路空間の効果的に活用

拠点ｱｸｾｽ性が低い
高速道路と拠点のｱｸｾｽが不連続

ﾗｽﾄﾜﾝﾏｲﾙでの渋滞発生

災害・緊急時の信頼性が低い
災害時のﾘﾀﾞﾝﾀﾞﾝｼｰが低い
医療拠点ｱｸｾｽ性が低い

物流の生産性
増大する物流の需要
担い手が不足

新たな価値創造
自動運転社会
CN実現

道路NWの
課題

〇 シームレスな高規格道路ネットワークの形成にあたって、重視すべきことは何か

・行政界や道路種別を超え、シームレスなサービスレベル、一定の都市間速達性を確保

・地方のボトムアップの視点を反映しつつ、スクラップアンドビルドで必要なネットワークを構築できる枠組み

・地域安全保障関連道路としての高規格道路整備、既存ネットワークの非効率を解消する

パフォーマンス改善

・重大な岐路に立つ国土のリスクに対応したネットワークを形成（物流危機、災害、人口減少、安全保障）

・交通量に比例しないこれからの道路が果たす機能が重要 （物流、防災、地域・経済安全保障）

・低炭素化のため、鉄道等交通モード間連携の強化、公共交通利用促進に貢献

・新技術や社会的ニーズに応じ、自動運転・避難機能・電力ハイウェイなど、複合的多機能化

・高規格道路は四車線以上を基本としつつも、退出路など使い方の工夫も重要

・新しい観点を前面に出すことが重要

・拠点の設定、階層が重要

・日本中央回廊活用が重要

・都市内道路の再配分と一体で考える必要

・地域安全保障関連道路の考え方

・物流危機（2024年問題）対応が重要

・多機能化、交通モード間の連携が重要

・カーボンニュートラル、デジタルの観点

・目標に至るプロセス論

・地方の意見を反映できる仕組み

・性能照査・サービスレベル評価型の格付

＜前回部会での主なご指摘事項＞

（拠点階層に応じ、性能照査によりサービスレベルを評価・確保）

・OD等データ分析・活用

（階層分化により、高規格道路とセットで都市内道路の空間再配分を検討）
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全国計画(閣議決定)
都道府県・政令市ごとに策定

これまでの道路ネットワーク計画
【S62】全国総合開発計画

高規格幹線道路 ＜計画：約14,000km＞

【H6（H10見直し）】広域道路整備基本計画

地域高規格道路 ＜計画：約10,000km＞

20年以上経過し、時代に即した計画が必要

高規格幹線道路

地域高規格道路

高規格幹線道路

全国的な自動車交通網を構成する道路
で、全国の都市・農村地区から概ね１時
間以内で到達し得るネットワークを形成。

地域内連携、地域間交流、拠点への連結
といった機能を有し、高規格幹線道路と
一体となって地域構造を強化する道路。
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広域道路ネットワーク計画の策定方針

○ 広域道路として高規格道路と一般広域道路を位置づけ。また、今後必要な検討を進める構想路線も位置づけ。
○ 広域道路のうち、高規格幹線道路や地域高規格道路など、より高いサービス速度が求められる道路を一体的な道路
ネットワークとして高規格道路に位置づけ。

検討路線
路線・構造形式等について検討する路線

その他広域道路

地域高規格
道路

高規格
幹線道路

【H6指定（H10見直し）】
高規格幹線道路と一体で
地域構造を強化する道路

計画：約10,000km
計画路線：約7,000km
候補路線：約3,000km

【S62指定】
全国的な

自動車交通網

計画：約14,000km

＜従来の計画＞

約24,000kmの計画を
一体的な道路ネットワーク
として高規格道路に再整理

現状の交通課題や将来ビジョン等を踏まえ
路線をスクラップ・アンド・ビルド

＜今回の計画＞

構想路線
高規格道路としての妥当性等を検討する路線

一般広域道路

高規格道路

サービス速度
40km/h以上

サービス速度
60km/h以上

広域道路

要件①
主要な都市間の連絡

要件②
重要な空港・港湾との連絡

要件③
都市の拠点連絡・環状連絡
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高規格道路の計画策定プロセスについて（案）
○ 高速自動車国道以外の高規格道路における計画策定プロセスについては、法令で定められている高速自動車国道
の計画策定プロセスを勘案し、調査段階で基本計画、事業化段階で整備計画を策定することとし、手続きを統一。
○ 基本計画・整備計画の策定にあたっては、学識経験者及び関係自治体の意見聴取を実施。
○ なお、地方自治体が主体となる場合は、調整を行った上で、基本計画・整備計画を大臣が策定。

※１：国土開発幹線自動車道建設法第3条（別表）に基づき定められた路線のほか、高速自動車国道法第3条に基づき定めれた路線がある。 ※４：基本計画は国土開発幹線自動車道建設法第第5条、整備計画は高速自動車国道法第5条に基づき、国土交通大臣が策定。

※２：国土開発幹線自動車道建設法第第11条に基づき設置された国土開発幹線自動車道建設会議。衆議員議員、参議院議員、学識経験者により構成。 （注１）本資料で示した流れについては、事業ごとに一部異なる場合がある。

※３：関係者意見：国土開発幹線自動車道建設法第第5条に基づき、利害関係を有する者は、都道府県知事を経由して、国の行政機関の長に意見を提出できる。 （注２）高速自動車国道は法令に基づき実施する手続きであり、それ以外ついては通達に基づき実施する手続き。

新規採択時評価

供用（道路管理）

概略ルート・構造の検討（計画段階評価）

詳細ルート・構造の検討（都市計画・環境アセスメント）

高速自動車国道

予定路線（法定）
※１

新規事業化

法定基本計画（大臣決定）

国幹会議
関係者意見

※２

※４

※３

法定整備計画（大臣決定）

国幹会議
自治体意見

※４

※２

路線指定（大臣決定）

高速自動車国道以外

基本計画（大臣決定）

学識者意見
自治体意見

整備計画（大臣決定）

学識者意見
自治体意見

＜高規格道路の手続き（案）＞ ＜記載事項（案）＞
これまで実施していた手続きでの記載事項をベースに設定

路線名、起点、終点、概略延長

主たる経過地

路線名、区間の起終点、概略延長

経過する主たる市町村名、標準車線数、設計速度

路線名、区間の起終点、延長

経過する市町村名、車線数、設計速度

種級区分、幅員、連結位置及び連結予定施設

工事に要する費用の概算額、事業主体

優先区間の検討 優先区間の検討
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今後の進め方（案）

国土幹線道路部会
・広域道路ネットワークの状況・課題
・高規格道路ネットワークのあり方

令和５年３月１０日、令和５年５月２６日

※ 新たな国土形成計画の検討状況を適宜反映

高規格道路をはじめとする広域道路
ネットワークのあり方（仮称）とりまとめ

夏頃

国土幹線道路部会
・高規格道路ネットワークのあり方 ・高速道路料金について
・高規格道路の手続き

令和５年７月４日（本日）

国土幹線道路部会
・（仮称）高規格道路ネットワークのあり方（案）

・経済団体 ・道路利用者団体
・地方公共団体 ・高速道路会社 等

料金についての方針を確認

年内目処

国土幹線道路部会
・関係団体よりヒアリング
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